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活動記録 

 
 
研究発表会 

「太陽光活用を基盤とするグリーン/ライフイノベーション創出技術研究拠点

の形成」第１回公開発表会 
平成 24年 12月 15日 神奈川大学湘南ひらつかキャンパス 
特別講演 
神谷信夫（大阪市立大学複合先端研究機構） 

「光合成・水分解酸素発生機構の推定と人工光合成に向けた課題」 
工藤昭彦（東京理科大学理学部） 

「人工光合成と光触媒水分解」 

 
講演会 

新規素材探索研究会第 11回セミナー 
平成 24年 6月 8日 新横浜フジビューホテル 
上村大輔 
特別講演： 
１．木曽良明（長浜バイオ大）「難病克服を目指して：ペプチド化学を基盤とす

る統合創薬科学研究」 
一般講演： 
１．荻原 保成・山口 宏二（横浜市大・ファンケル）「オオムギ染色体導入コム

ギが産生する機能性物質およびその生合成系に関する研究」 

２．宮下和夫（北大院水産）「褐藻素材の機能性と有効活用」 

３．宮本憲二（慶大理工）「自然界に存在しない酵素を創りだし、性能を向上す

る」 

４．鴻池敏郎（塩野義製薬 CMC 技術研）「植物由来のエンドセリン拮抗薬：ミ
リセリン酸 Aの発見とプロセス化学」 

５．塚本佐知子（熊本大院生命科学）「がん抑制遺伝子産物 p53の作用を増強す
る医薬リード化合物の探索」 

６．島本啓子（サントリー生命科学財団）「大腸菌膜タンパク質挿入に関わる新

しい糖脂質MPIase：機能と構造」 

 
「ケミカルバイオロジー最前線」第 23回神奈川大学平塚シンポジウム 
平成 25年 3月 9日 神奈川大学湘南ひらつかキャンパス 
上村大輔 
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特別講演： 
１．松本正勝（神奈川大理）「生物発光を源流とする化学発光－プリニウスの杖

から分子の世界へ―」 
一般講演： 
１．上田実（東北大院理）「配糖体型天然物リガンドの化学生物学」 
２．上杉志成（京大細胞-物質統合システム拠点）「細胞治療を助ける合成化合物」 
３．河岸洋和（静大院創造）「特異な生命現象に関わるキノコ由来の化合物たち

－フェアリーリング（妖精の輪）の妖精の正体は？その生体内での役割は？－」 
４．木越英夫（筑波大院数理物質）「海洋産抗腫瘍性物質の生物有機化学」 
５．及川英秋（北大院理）「微生物代謝産物の生合成機構の解明および全生合成」 
６．袖岡幹子（理研）「ケミカルバイオロジー研究のための新手法」 
 
第 123回東北大学金属材料研究所 講演会 
平成 24年 5月 23日 東北大学金属材料研究所２号館講堂 
菅原正 
特別講演「構成的アプローチによる生命システムの再構築」 
 
平成 24年度 第一回舎密会 
平成 24年 7月 25日 神奈川大学湘南ひらつかキャンパス 
菅原正 
「システム化学の勧め」 
 
平成 24年度 第二回舎密会 
平成 24年 9月 26日 神奈川大学湘南ひらつかキャンパス 
鈴木健太郎 
「分子で作るエラスティカ」 
 
産学連携・対外活動 

日本経済新聞（神奈川版） 
2012年 5月 8日 
「研究プロジェクトの紹介」 
 
神奈川大学2012年春期 高校生向け公開講座 

2012年6月9日 神奈川大学横浜キャンパス 
井上和仁 
理学入門「植物・微生物を利用した再生可能エネルギー資源の生産」 
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FC EXPO 2013 第 9回国際水素・燃料電池展 アカデミックフォーラム 

2013年 2月 27日 東京ビッグサイト 
櫻井英博 、井上和仁、増川 一、北島正治 
「シアノバクテリアによる洋上水素大規模生産に向けた構想と研究開発」 
 
富士シリシア化学株式会社：共同研究「天然有用物質の精製プロジェクト」 

平成 24年 9月～ 

上村大輔 

目的：自然界には利用価値の高い生理活性物質が多く存在するが、複雑な構造

を持った天然物は化学合成等による供給が難しい事がある。本共同研究では、

このような既知の天然有用物質を生物資源から安定的に単離・精製し供給する

ことを目的としている。また、同様に医薬リードや研究用試薬 なりうる新規化

合物の探索、供給体制の構築を行う。 

 
湘南ひらつかテクノフェア 2012 
平成 24年 10月 25－27日 ひらつかアリーナ 
川本達也 
「研究プロジェクトの展示紹介」  
 
テクニカルショウヨコハマ 2013 
平成 25年 2月 6－8日 パシフィコ横浜展示ホール C-D 
川本達也 
「研究プロジェクトの展示紹介」  
 
第 11回 未踏科学サマー道場 
平成 24年 8月 18日 湘南国際村センター 
菅原正 
「ソフトマターで創る人工細胞」 
 
第 3回分子科学会賞 受賞 
平成 24年 9月 18日 於 分子科学会総会 
菅原正 
受賞理由「分子システムの設計と物性ならびに生命機能への展開」 
 
ひらつか環境フェア 2012 
平成 24年７月 21－22日 OSC湘南シティ 
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西本右子研究室 
「身近な水を計ってみよう～水質調査実験～」実験及びポスター展示 
 
平成 24年度 神奈川県ものづくり技術交流会 
分析技術でポスター展示（3件） 
平成 24年 11月 7－9日 
佐々木雄也、西本右子、岩沢篤郎 
「環境影響を考慮した機能水・環境水の分析と分析法」 
山田早季、西本右子、岡部敏弘、津越敬寿 
「廃材を原料とする炭の VOC吸脱着特性の分析と水蒸気賦活の影響」 
下田瑛太、上原弓弦、西本右子 
「メチルセルロースヒドロゲル中の水の状態分析－塩及びポリエチレングリコ

ールの影響－」 
 
セミナー「高分子材料の要因ごとの劣化メカニズムと対策」 
平成 24年 5月 24日 
西本右子 
１．水・湿度による高分子の変色・劣化と分析・評価技術 
 
第 6回熱分析基礎講座：DSCと TG-DTAの講義と演習 
平成 24年 6月 28日 
西本右子 
「TG-DTAの測定原理と解析法(講義)」 
「TG-DTAの校正(演習)」 
 
青森県産業技術センター工業総合研究所 技術講演会 
平成 25年 2月 19日 
西本右子 
「循環型ウッドセラミックスの VOC吸脱着特性評価」 
 
第 70回熱測定講習会 初心者のための熱分析の基礎と応用 
平成 25年 2月 27－28日 
西本右子 
「熱分析の基礎 その 4」－装置の校正  
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平成24年度大学研究成果事業化促進事業及びベンチャー起業化支援事業 成果

発表会（神奈川県） 
平成 25年 3月 5日 
西本右子 
「環境水からのホウ素及び稀少元素の分離を目的とした試薬フリーな分離濃縮

システム」 
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私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

「太陽光活用を基盤とするグリーン/ライフイノベーション創出技術研究拠点の形成」 

第１回公開発表会 
 

主催：神奈川大学大学院理学研究科化学専攻・生物科学専攻 
神奈川大学大学院工学研究科応用化学専攻 

共催：日本化学会 
神奈川大学総合理学研究所、天然医薬リード研究所、光合成水素生産研究所 

日時：１２月１５日（土） 
場所：湘南ひらつかキャンパス、サーカムホール 

 
開会の挨拶（10:00 ～ 10:20）                          （研究代表者）川本達也 
午前の部（10:20 ～ 12:00） 
１． 光合成を利用した藍藻類の大量培養による水素生産の基礎研究 

―ヘテロシスト形成型藍藻の遺伝子改変による水素生産性の向上(1)― 

・・・・・・（理学研究科生物科学専攻）井上和仁 

２． DNAの物性を利用した太陽光活用材料の創成と開発 
・・・・・・（工学研究科応用化学専攻）小野 晶 

３．渦鞭毛藻の大量培養に基づく医薬リードの探索研究と新産業創成 
・・・・・・・・（理学研究科化学専攻）上村大輔 

４．グリーン/ライフイノベーションのための高性能触媒の創製 

―エタノールや酢酸水溶液からの水素製造― 

・・・・・・（工学研究科応用化学専攻）内藤周弌 

５．水の酸化・還元システムの開発    ・・・・・・・・（理学研究科化学専攻）川本達也 
昼休み（90分） 

特別講演（13:30 ～ 15:30） 
６．光合成・水分解酸素発生機構の推定と人工光合成に向けた課題 

・・・・・・・・・（大阪市立大学教授）神谷信夫 
７．人工光合成と光触媒水分解      ・・・・・・・・・（東京理科大学教授）工藤昭彦 

休憩（10分） 
午後の部（15:40 ～ 17:00） 
８．有機-無機ハイブリッド触媒の開発とグリーン酸化反応プロセスの構築 

―金属配位場の精密制御による酸化活性種の解明と触媒反応への展開― 
・・・・・・（工学研究科応用化学専攻）引地史郎 

９．ポリオキソメタレート(POM)の多中心活性部位を活用した新しい光酸化触媒の構築 

                  ・・・・・・・・（理学研究科化学専攻）野宮健司 

１０．金属間化合物助触媒/光触媒による新しい物質変換反応の開発 

                     ・・・・・・（工学研究科応用化学専攻）松本 太 

１１．機能性有機フッ素化合物の低エネルギー分解・再資源化反応の開発 
・・・・・・・・（理学研究科化学専攻）堀 久男 

休憩（15分） 
 

ポスター発表（17:15 ～18:00、厚生棟２階第２食堂） 
懇親会（18:00 ～ 19:30、厚生棟２階第２食堂） 
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私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

太陽光活用を基盤とするグリーン/ライフ

イノベーション創出技術研究拠点の形成 

～第１回公開発表会～ 

講 演 要 旨 集  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２４年１２月１５日（土）10：00 ～ 18 : 00 
神奈川大学湘南ひらつかキャンパス  

11号館サーカムホール 
 
 
 
 

主催：神奈川大学大学院理学研究科化学専攻・生物科学専攻 
神奈川大学大学院工学研究科応用化学専攻 

共催：日本化学会 
神奈川大学総合理学研究所 
神奈川大学天然医薬リード研究所 
神奈川大学光合成水素生産研究所 
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目 次  
 
 

午前の部 
 

１． 光合成を利用した藍藻類の大量培養による水素生産の基礎研究 
―ヘテロシスト形成型藍藻の遺伝子改変による水素生産性の向上(1)― 

（理学研究科生物科学専攻）井上和仁・・・1 
２． DNAの物性を利用した太陽光活用材料の創成と開発 

（工学研究科応用化学専攻）小野 晶・・・3 
３．渦鞭毛藻の大量培養に基づく医薬リードの探索研究と新産業創成 

（理学研究科化学専攻）上村大輔・・・5 
４．グリーン/ライフイノベーションのための高性能触媒の創製 

―エタノールや酢酸水溶液からの水素製造― 

（工学研究科応用化学専攻）内藤周弌・・・7 
５．水の酸化・還元システムの開発 

（理学研究科化学専攻）川本達也・・・9 
 
 

特別講演 
 

６．光合成・水分解酸素発生機構の推定と人工光合成に向けた課題 
（大阪市立大学教授）神谷信夫・・・11 

７．人工光合成と光触媒水分解 
（東京理科大学教授）工藤昭彦・・・18 

 

 

午後の部 
 

８．有機-無機ハイブリッド触媒の開発とグリーン酸化反応プロセスの構築 

―金属配位場の精密制御による酸化活性種の解明と触媒反応への展開― 
（工学研究科応用化学専攻）引地史郎・・・23 

９．ポリオキソメタレート(POM)の多中心活性部位を活用した新しい光酸化触媒の構築 

                （理学研究科化学専攻）野宮健司・・・27 

１０．金属間化合物助触媒/光触媒による新しい物質変換反応の開発 

                    （工学研究科応用化学専攻）松本 太・・・29 
１１．機能性有機フッ素化合物の低エネルギー分解・再資源化反応の開発 

（理学研究科化学専攻）堀 久男・・・31 
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ポスター発表 
 

１２．オカダンゴムシ造雄腺ホルモン（Arv-AGH）の RNA干渉による遺伝子ノックダウン 

（理学研究科生物科学専攻大平研究室）甲高彩華・・・35 

１３．ヒドロキシルラジカルに対する高抗酸化物質；メタクリル酸とジメチルヒドラジン 
（理学部化学科天野研究室）伯田 旬、中村勇介、天野 力・・・35 

１４．バイオマスの炭化により得られる多孔質炭素材料の VOC吸脱着特性評価法 
（理学研究科化学専攻西本研究室）山田早季・・・36 

１５．PVAフィルム中のジフェニルアセチレンから trans-スチルベンへのエネルギー移動 

（理学研究科化学専攻平田研究室）柏原祐太・・・36 

１６．光回復酵素の反応機構に関する理論研究 

（理学部化学科松原研究室）小川耕平・・・37 

１７．コハクオナジマイマイの黄色蛍光物質に関する研究 

（理学研究科化学専攻松本研究室）重田紗季江・・・37 
１８．光増感性配位子を骨格に持つ多孔性配位高分子錯体による水の光還元反応 

（理学研究科化学専攻川本研究室）片岡祐介・・・38 

１９．Synthesis of intermetallic Pt3Ti nanoparticles as co-catalyst on anatase TiO2 

（工学研究科応用化学専攻松本太研究室）Govindachetty Saravanan・・・38 

２０．燃料電池用ペロブスカイト酸化物結晶内無秩序欠陥構造の設計とその電気的特性 
（工学研究科応用化学専攻機能性セラミックス研究室）伊藤滋啓・・・39 

２１．アルキン[2 + 2 + 2] 環化付加反応による連鎖重合および自発的ブロック共重合 

（工学研究科応用化学専攻岡本研究室）杉山雄樹・・・39 

２２．担持 8-10族金属触媒上での酢酸の液相改質反応による水素製造 

（工学研究科応用化学専攻内藤研究室）野澤寿章・・・40 

２３．炭素-炭素二重結合を有する芳香族モノマーにおける触媒移動型連鎖縮合重合性の検討 

（工学研究科応用化学専攻横澤研究室）野嶋雅貴・・・40 

２４．電子吸引基を有する穴あき内包フラーレンの合成 

（理学研究科化学専攻加部研究室）田中輝彦・・・41 

２５．輪の一方向移動が可能なロタキサンの合成と性質 

（理学研究科化学専攻木原研究室）西山淳也・・・41 

２６．チタン(IV)一置換 Keggin型ポリ酸塩単量体及び二量体の合成、分子構造と pHに依存する
単量体-二量体の相互変換     （理学研究科化学専攻野宮研究室）松木悠介・・・42 

２７．金(I)/カルボン酸/ホスフィン系錯体と Keggin型ポリ酸塩の反応による新しいクラスター間

化合物の形成と構造解析      （理学研究科化学専攻野宮研究室）吉田拓也・・・42 
２８．カイコのコリンアセチル基転移酵素遺伝子(ChAT)の発現制御機構に関する研究 

（理学研究科生物科学専攻泉研究室）坂西綱太・・・43  
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２９．結晶学手法に基づく多元固溶系 ZnOの熱電特性の設計 

（工学研究科応用化学専攻機能性セラミックス研究室）竹本寛直・・・43 

３０．ニトロゲナーゼ活性中心のアミノ酸残基置換によるラン藻 Anabaena sp. PCC 7120の水素生

産性の増大    （神奈川大学光合成水素生産研究所、JSTさきがけ）増川 一・・・44 

３１．チミンダイマーの合成と物性 

（工学研究科応用化学専攻小野研究室）高崎俊一、矢部裕之、岡本 到、小野 晶・・・44 

３２．近海産海洋生物由来の生物活性物質探索 

（理学研究科化学専攻上村研究室）山本啓太、丸 範人、川添嘉徳、上村大輔・・・45 

３３．ノンイノセントな配位子を有するニッケル錯体を用いた水の光還元反応 

（理学研究科化学専攻川本研究室）三觜 学・・・45 

３４．クリック反応を利用した固定化錯体触媒の開発 

（工学研究科応用化学専攻引地研究室）土井雄馬・・・46 

３５．可視光で移動するマイクロ構造体の開発 

（工学研究科応用化学専攻松本太研究室）森田雄二・・・46 

３６．酸化タングステンとペルオキソ二硫酸イオンを用いた水中の有機フッ素化合物の可視光分

解                 （理学研究科化学専攻堀研究室） 石黒敦志・・・47 

３７．光刺激で誘起されるソフトマターの運動 

（1北大院理、2東大院総合、3神奈川大理） 

景山義之1、武田 定1、石丸真子2、鈴木健太郎3、菅原 正3・・・47 

３８．遺伝子変異導入による光合成電子伝達経路の改変 

（神奈川大学光合成水素生産研究所、JSTさきがけ）永島賢治・・・48 
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主催：新規素材探索研究会 共催：日本化学会・日本薬学会・日本農芸化学会

2012年

6月8日（金）
10:30～

10：30～11：00 座長：辻 智子（日本水産）

"オオムギ染色体導入コムギが産生する機能性物質および
その生合成系に関する研究"

荻原 保成・山口 宏二（横浜市立大学、株式会社ファンケル）

11：00～11：30 座長：中田 雅也（慶應義塾大学）

"褐藻素材の機能性と有効活用"
宮下 和夫（北海道大学大学院水産科学研究院）

11：30～12：30

◎ポスター発表の概要

（昼 休 み）
13：00～14：10
◎ポスター発表（最優秀ポスター賞、第10回奨励賞）

14：20～14：50 座長：只野 金一（慶應義塾大学）

"自然界に存在しない酵素を創りだし、性能を向上する"
宮本 憲二（慶應義塾大学理工学部）

14：50～15：20 座長：菅 敏幸（静岡県立大学）

"植物由来のエンドセリン拮抗薬：ミリセリン酸Aの発見とプロセス化学"
鴻池 敏郎（塩野義製薬㈱CMC技術研究所）

15：20～15：50 座長：木越 英夫（筑波大学）

"がん抑制遺伝子産物p53の作用を増強する医薬リード化合物の探索"
塚本 佐知子（熊本大学大学院生命科学研究部）

（休 憩）

16：00～16：30 座長： 河岸 洋和（静岡大学）

"大腸菌膜タンパク質挿入に関わる新しい糖脂質MPIase：機能と構造"
島本 啓子（サントリー生命科学財団）

16：30～17：30 座長：矢澤 一良（東京海洋大学）

特別講演：
"難病克服を目指して：ペプチド化学を基盤とする統合創薬科学研究"

木曽 良明（長浜バイオ大学ペプチド科学研究室）

17：40～
◎懇親会

プログラム

日 時

新横浜フジビューホテル
（横浜市港北区新横浜2-3-1 新横浜駅前）

会 場

参 加 費

セミナー 本会・共催学会会員 1,000円

学生 500円

非会員 5,000円

懇親会 6,000円
（学生1,000円、ポスター発表者の学生は無料）

（新横浜フジビューホテル）

申 込

氏名、所属、連絡先（E-mail、電話）、

懇親会参加の有無を明記して、E-mail

にて下記までお申し込み下さい。

連 絡 先

連絡先：新規素材探索研究会事務局

〒259-1293 平塚市土屋2946 神奈川大学理学部化学科 上村大輔研究室内
E-mail：shinkisozai@bio.keio.ac.jp TEL：0463-59-4111（2719）
http://www.chem.kanagawa-u.ac.jp/~uemura/newmaterial/
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東
北
大
学

第123回

お問い合わせ先：金属材料研究所総務課庶務係
TEL 022-215-2181　URL http://www.imr.tohoku.ac.jp
E-MAIL imr-som@imr.tohoku.ac.jp

>> 13：20～13：30 所長挨拶 所長　新家　光雄 教　授

>> 10：00～10：30
 「放射光源を利用したランダム系物質の構造解析」
 杉山　和正 教　授

>> 10：30～11：00
 「東北大偏極中性子分光器POLANO：金属磁性・超伝導理解への挑戦」
 大山　研司 准教授

>> 11：00～11：30
 「中性子磁気非弾性散乱による“非”磁性状態の研究」
 佐藤　　卓 教　授（多元物質科学研究所）

>> 11：30～12：00
 「照射源としての量子ビーム ～原子炉材料の劣化をどのように予測するか～」
 阿部　弘亨 教　授

>> 15：50～17：30 ポスターセッション

>> 13：30～14：30

｢構造用金属材料の開発研究における
 最近の動き ～耐熱材料を中心に～｣
 東京工業大学　理事・副学長（教育・国際担当）　三島　良直
本講演では、最近の構造用材料研究における動向を概観するとともに、特に高温構造用材料における最近の研究の動向と内容を紹介する。高温構造
用材料の分野は第4次科学技術基本計画におけるグリーンイノベーションにおいて重要な位置を占めるとともに、昨年の東日本大震災により長期間
にわたる原子力エネルギー利用への不安が持続する中で我が国の、そして世界のエネルギー政策における火力発電技術の重要性が浮き彫りとなる。

古原　　忠 教　授座 長

>> 18：00～20：00 ポスター賞表彰式および懇親会

>> 15：50～16：00 閉会の挨拶 野尻　浩之 教　授

量子ビームと材料・物質科学 金研100年へ ～センターのビジョン

佐藤　裕樹 准教授座 長

折茂　慎一 教　授座 長

野尻　浩之 教　授司 会

プロフィール
1949年生まれ。カリフォルニア大学バークレー校材料科学科Assistant Research Engineer、東京工業大学精密工学研究所助教授
を経て、1997年より同大学大学院総合理工学研究科材料物理科学専攻教授。現職：同大学理事・副学長（教育・国際担当）。
専門分野：耐熱金属材料、金属間化合物、熱電材料、材料組織制御。

特 別 講 演 1

>> 14：40～15：40

｢構成的アプローチによる
 生命システムの再構築｣
 神奈川大学理学部化学科　特任教授　菅原　　正
ソフトマターは、近年、物質科学と生命科学をつなぐ物質として関心を集めつつある。本講演では、ソフトマターの中で
も両親媒性分子が水中で形成するベシクル（二分子膜からなる袋状に閉じた自己集合体）に焦点を当て、この十年間
に亘り我々が研究してきたベシクル型人工細胞を中心にその研究動向を紹介したい。

野尻　浩之 教　授座 長

プロフィール
1946年生まれ。東京大学教養学部基礎科学科助教授、教授を経て、1996年より同大学大学院総合文化研究科広域科学専攻教授、
2010年同研究科複雑系生命システム研究センター特任研究員。2012年4月より神奈川大学理学部化学科特任教授。
専門分野：物理有機化学、有機生命化学、協同効果を導く分子システムの構築。

特 別 講 演 2

一 般 講 演

>> 13：30～13：50
 「強磁場センターリニューアル －－定常強磁場科学の展望」 渡邉　和雄 教　授
>> 13：50～14：10
 「量子エネルギーセンターと国際動向」 四竃　樹男 教　授
>> 14：10～14：30
 「金属ガラスセンターの新たな発展に向けて
   ～均質非晶質材料からナノヘテロ構造制御材料へ～」 牧野　彰宏 教　授
>> 14：30～14：50
 「持続可能社会に向けた低炭素センターの取り組み」 古原　　忠 教　授
>> 14：50～15：10
 「関西センターの産学官連携の取り組み」 正橋　直哉 教　授
>> 15：10～15：30
 「『東北大学産学連携材料開発拠点』と金研の産業対応戦略」 千葉　晶彦 教　授
>> 15：30～15：50
 「From IMR@Sendai to IMR@Globe：金研の国際戦略」 野尻　浩之 教　授

今野　豊彦 教　授座 長

一 般 講 演

講
演
会

平成24年
5月23日（水）・5月24日（木）
金属材料研究所2号館講堂・会議室

水
5
23

木
5
24
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神奈川大学2012年春期　高校生向け公開講座 
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FC	  EXPO	  2013	  第9回国際水素・燃料電池展　アカデミックフォーラム	
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プログラム

日　時　平成２４年１１月７日（水）～９日（金） ３日間
会　場　神奈川県産業技術センター （海老名市下今泉７０５－１）
主　催　神奈川県産業技術センター、神奈川県産業技術交流協会
後　援　神奈川Ｒ＆Ｄ推進協議会、公益財団法人神奈川産業振興センター、海老名市
発表者　企業、大学、当センターをはじめとする公設試験研究機関の研究者、技術者
参加費　無料
予　稿　事前にホームページで公開します（冊子は配布しません : P.38参照）

注 目 情 報

◆ 神奈川R&D『太陽電池技術フォーラム』　11月９日(金)　13:00～1６:４0
◆ 神奈川R&D『ライフサイエンスフォーラム』　11月７日(水)　13:00～1６:３0
◆ 神奈川R&D『事業者向け「省エネルギー対策セミナー」』　11月７日(水)　1０:１５～1２:１５　
◆ 神奈川R&D『スマートエネルギーフォーラム』
　・ 第一部『スマートエネルギーと国際規格』　　　　　11月８日(木)　9:30～11:20
　・ 第二部『スマートエネルギー共同研究の事例紹介』　11月９日(金)　9:30～11:20
◆ 神奈川R&D『高分子・光関連技術フォーラム』　11月９日(金)　13:00～17:１５

県内中小企業の皆様、『神奈川Ｒ＆Ｄネットワーク構想』の活動に参加しませんか？
※『神奈川Ｒ＆Ｄネットワーク構想』とは、世界トップレベルの大企業や技術力のある中小企業、理工
　系大学の県内での集積を活かした産学公連携を推進する構想で、「神奈川Ｒ＆Ｄ推進協議会」を中心
　に進めています。『神奈川Ｒ＆Ｄ』と表記しています。

※ラボツアー（見学会）を１０のセッションで実施します（P.１～ 3 参照）
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平成２４年度 神奈川県ものづくり技術交流会(2012)、神奈川 

環境影響を考慮した機能水・環境水の分析と分析法  
 

神奈川大理 ○佐々木雄也、西本右子 
東工大院生命理工 岩沢篤郎 

 
１．はじめに 

主として機能水・環境水を取り上げ、有害な試薬を用いない分析・評価法の研究を行っている。機

能水としては、希薄な塩の水溶液の電気分解によって得られ、医療分野をはじめとして洗浄用途とし

て用化されている酸性電解水、配管のスーケール除去等の効果が認められ、実用化されているものの

機能と処理の関係に不明瞭な点も残る磁気処理水などがある。環境水の分析としては河川水・海水・

温泉水を取り上げ、微量元素の分析と分離法の検討を行っている。本研究では、酸性電解水の分析法

及び、凍結融解過程に注目した環境水中の微量元素の濃縮法について報告する。  
 
２．電解水の分析 

酸性電解水は、栄養型細菌、抗酸菌、ウイルス、真菌をはじめ芽胞形成菌まで、広範な抗菌スペク

トルを有し、有効塩素（次亜塩素酸）により即効的な殺菌効果を呈する。殺菌効果に関する基礎研究

として、pH を調整した電解水モデル溶液を使用し、S. aureus, P. auruginosa , E. coli に対する殺菌

作用への pH の影響を検討した結果、殺菌効果は塩基性側で低下することがわかった。この傾向はグ

ルタミン酸（Glu）、システイン（Cys）、グリシン（Gly）のトリペプチドであるグルタチオン（GSH, 
Glu-Cys-Gly）及び含硫アミノ酸である Cys, メチオニンへの電解水の作用に関する 13C NMR による

検討結果と良い一致がみられた。酸性電解水中の次亜塩素酸は -COOH に結合しているα炭素に結合し

た-NH2 に作用すると考えられた。弱酸性からアルカリ性領域では次亜塩素酸の作用によりアミノ酸の

溶存状態が変化していることがわかったため、詳細に検討したところ、次亜塩素酸のアミノ酸への反

応過程においてアミノ酸の溶存状態の変化が生じていることが考えられた。また活性酸素種として、  
・OH, O2-, H2O2 が検出され、O2-, H2O2 は pH9-10 付近で最大となることがわかった。  

 
３．凍結・融解過程を利用する環境水中の微量元素の分離濃縮  

河川水・温泉水等の環境試料に適用できる分離濃縮システムの構築を目的とし、検討を進めている。

河川水は水道水源や工業用水源としても使用されるが、豊平川に流入する定山渓温泉のホウ素のよう

に温泉水の流入が問題となることは少なくない。神奈川県も多くの温泉水源を有し、程度の差はある

ものの流入源に近い場所で分離できれば問題の拡大は防止できる。そこで有害な試薬や高価な試薬を

使用しない分離・濃縮法として、凍結融解過程を利用する方法の確立を目指した。膜処理を利用した

分離法との比較検討結果より、塩濃度が比較的高い環境水へ適用できる方法として、凍結・融解時の

元素の氷相及び水相への濃縮に注目し、pH, 酸，塩の種類についての検討を行ってきた。その結果を

踏まえて、実際の河川水での検討を行った。 
 
４．まとめ 

機能水・環境水の有害な試薬を用いない分析・評価法として、酸性電解水では、アミノ酸との相互

作用に注目する評価法と活性酸素に注目する評価法が有効と考えられた。また環境水では、凍結・融

解過程での微量元素の濃縮に注目する評価法が有効であることがわかってきた。  
 
本研究の一部は平成 24 年度 大学研究成果事業化促進事業（神奈川県）の支援を受けたものです。 
 
参考文献 
１）岩沢篤郎、原野  綾、穐山由貴、中村良子、西本右子；防菌防黴，37, 243(2009) ． 
２）岩沢篤郎、安冨真央、中村良子、西本右子；防菌防黴，38, 69 (2010)．  
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平成２４年度 神奈川県ものづくり技術交流会(2012)、神奈川 

 

廃材を原料とする炭の VOC 吸脱着特性の分析と水蒸気賦活の影響  

神奈川大理 ○山田早季、西本右子  
AITC 岡部敏弘 
AIST 津越敬寿 

 
１．はじめに 

室内空気汚染対策の一環として、環境調和型木質系炭素材料の揮発性有機化合物 (Volatile Organic 
Compound: VOC)の吸脱着特性の検討を行っている。木質系炭素材料の VOC 吸着特性は熱重量分析

（TGA）とガスクロマトグラフィー(GC)により、VOC 脱着特性はスキマーインターフェースを用いた

イオン付着型 MS（IA MS）により、それぞれ迅速測定が可能であることを報告してきた。室内・庫内

における VOC 吸着剤として求められる特性は、室温、常圧下で吸着性能を有すること、吸着後容易に

脱着しないこと、ある程度の長期使用が可能であること、できれば VOC に対して選択性があること、

の 4 項目と考えられる。本研究では廃材より調製した炭及び、得られた炭を 1000 ℃で 1 時間、水蒸

気賦活処理を行った活性炭の VOC 吸脱着特性を評価した。  
 
２．実験 

マツ及びスギのおが屑を 1000℃で焼成したオガ炭、リンゴ炭、1000 ℃で 1 時間水蒸気賦活処理を

行ったオガ炭及びリンゴ炭を使用した。におい物質にはこれまでの結果を考慮し、室内に存在しうる

VOC として carvone, pulegone, menthone, citronellol, geraniol, benzene, toluene, p-xylene の計 8
種を用いた。実験操作及び GC 測定条件は既報 1)と同一とした。次に、におい物質吸着後の試料 2 mg
をバイアルより取り出し、スキマーインターフェースを用いた昇温脱離質量分析装置 (ANELVA 
Technix, TIAS-254 型)により He 雰囲気下、25~300℃, 10℃/min で昇温測定した。また、Micromeritics 
ASAP2010 により比表面積、細孔径分布測定を行った。  
 
３．結果 

リンゴ炭の VOC 吸着率は 10~80％であり citronellol が最小、benzene が最大であった。水蒸気賦

活処理を行うと吸着率はいずれの VOC においても約 95％以上となり、大幅に増加した。一方オガ炭

では、VOC 吸着率は 20~70％であり carvone が最小、p-xylene が最大であった。水蒸気賦活処理を行

うと吸着率は 54~97%に増加したが、増加率はリンゴ炭より小さくなった。VOC の脱離過程において

もリンゴ炭では 50℃付近から脱離が開始するのに対し、水蒸気賦活を行った試料では 100℃付近から

脱離し、さらに高温まで緩やかな脱離が続いた。一方オガ炭では、芳香族化合物を除き、50℃付近か

ら脱離しており、この傾向は水蒸気賦活処理を行った試料でも同様であった。賦活前の試料では比表

面積はリンゴ炭の方がオガ炭より小さいのに対し、水蒸気賦活処理を行うとりんご炭の方がオガ炭よ

り大きくなっている。  
以上の結果は廃材を原料とした炭の VOC 吸脱着特性が、水蒸気賦活処理後も材料によって異なるこ

とを示している。選択性を有する VOC 吸着剤としての可能性が示されたと考える。この方法は 1 μL
以下の VOC を用いて、約 2 時間で評価できる方法であり、実際に即した VOC 吸脱着特性の評価法と

して有効と考える。  
 
 
参考文献 
1) 西本, 竹之内, 大後, 仲田 , 黒山 ; 分析化学, 49, 449-454 (2000).  
2) Y.Nishimoto, Y.Notsu, K.Nakamura, M.Yoshiizumi, R.Ozao, T.Okabe ; Trans. Mater. Res. Soc. Jpn., 31[4],  

937-940, (2006).  
3) T.Tsugoshi, M.Yoshiizumi, Y.Nishimoto, R.Ozao ; Trans. Mater. Res. Soc. Jpn., 32[4], 1075-1078, (2007).  
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メチルセルロースヒドロゲル中の水の状態分析 

－塩及びポリエチレングリコールの影響－ 
神奈川大理 ○下田瑛太、上原弓弦、西本右子 

 
１．はじめに 

メチルセルロース(MC)ヒドロゲルは、加熱によりゲル化する熱可逆性ゲルである。MC ヒドロゲル

はポリエチレングリコール(PEG)の添加によってゲル化温度を低下させることができ、添加量によっ

てゲル化温度がある程度制御可能である。エチレンオキシド（EOX）のモル分率で 0.05 以上の

PEG6000 を添加した MC ヒドロゲルでは、ゲル化後冷却して見掛けはゾル状態に戻った試料において

も、水の状態はゲル化前と異なり、ゲルの状態を反映した結果が一定期間得られることがわかった。

これは PEG の疎水基がゲル中の MC の架橋点に作用する結果と考えられた。また PEG の代わりに

KCl などのハロゲン化アルカリを添加した場合でもゲル化後の水の状態はゲル化前と異なり、ゲルの

状態を反映した結果が一定期間得られることがわかった。添加した塩の水和状態を反映した結果と考

えられた。我々はこれまでに水の状態分析手法として、共晶の融解過程(DSC)、水分子の近赤外領域の

スペクトル測定(NIR)、水の 17O NMR の 3 手法が有用であることを報告してきた。本研究では、これ

らの手法を用いて MC ヒドロゲルに対する影響を PEG と塩で比較検討した。  
 
２．実験 

試料は Methyl Cellulose 4000; (Wako), PEG 6000, 10000 (Wako), NaCl (Wako), KCl (Wako), RbCl 
(Wako), CsCl (Wako)を使用し、塩濃度(0.1 mol/L)、PEG 濃度（構成ユニット比でモル分率 0.05, 0.07, 
0.10）、MC 濃度（構成ユニット比でモル分率 1.0×10-3）となるよう純水と混合し、試料とした。測定

試料は、ゲル化温度以上である 363 K で 24 時間加温した後、277 K に 6, 24, 48, 72, 96,144 時間保持

した。測定装置は、UV-VIS-NIR (JASCO V570)、DSC (SII NT Exstar6000 DSC100, X-DSC)を用い、

ゲル化前後の試料を測定した。また、ゲル化過程は粘度測定 (AND SV10)により昇温速度 30 K/h で測

定し、RV-1D を装着した DSC 測定(SII NT)も行った。 
 
３．結果 

MC ヒドロゲルは、0.05 mol/L 以上のハロゲン化アルカリを添加した場合も、EOX モル分率 0.05
以上の PEG6000 または PEG10000 を添加した場合もゲル中の水の状態が一定期間維持され、その後

徐々にゲル化前の状態に戻っていくことがわかった。維持される期間はハロゲン化アルカリでは、陽

イオンのイオン半径にしたがって長くなり RbCl では 48 時間、CsCl では 72 時間程度となった。PEG
では MC の疎水性相互作用によって形成されたゲルの架橋点上に PEG が疎水性相互作用し、冷却後見

かけはゾル状態に戻った後も、ある程度ゲル中の状態を維持するためと考えている。ハロゲン化アル

カリでも塩と水の共晶の融解熱量は KCl, RbCl, CsCl ではゲル化後増加した後徐々にゲル化前の値に

戻るのに対し、NaCl では一度減少した後に徐々にゲル化前の値に戻ることがわかった。アルカリ金属

イオンの水和特性はイオン半径によって変化し、Na+は K+以降と水和特性が異なる。イオン半径の大

きい構造破壊イオンほどゲルの状態を維持する期間が長いことがわかった。 
MC ヒドロゲルはゲル化過程における熱の出入りが小さく、DSC によるゲル化過程の測定は困難で

あることが多い。そこで、ゲル化過程の高感度 DSC 測定を RV-1D により観測しながら行った。ゲル

化過程においては、粘度が徐々に上昇するが、RV-1D を装着した DSC でも徐々に試料が白濁していく

過程が測定できた。ゲルの評価法として有用な手法であることがわかった。  
 
RV-1D の測定にご協力いただいた柴田健一氏(SII NT)に感謝いたします。  
 
参考文献 
１）西本右子,飯高佑一 ,柴田健一,相川徹 ,分析化学,60, 223-228(2011) 
２）Y. NISHIMOTO, Y. UEHARA, M. INABA, H. SHIMIZU, ICAS 2011(2011)  
３）Y. NISHIMOTO, Y. UEHARA, K.SHIBATA, 40th NATAS (2012) 
４）Y. UEHARA, E. SHIMODA, K. SHINBATA, Y. NISHIMOTO, 15 th ICTAC (2012) 
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